
『
明
月
記
』
は
藤
原
定
家
に
よ
っ
て
治
承
四
年
（
二
八
○
年
、
十

九
歳
）
か
ら
嘉
禎
元
年
二
二
三
五
年
、
七
十
四
歳
）
に
至
る
間
に
記

さ
れ
た
日
記
で
あ
る
。

定
家
は
後
鳥
羽
帝
に
仕
え
る
こ
と
六
十
年
に
及
び
、
そ
の
間
の

公
事
典
章
か
ら
人
情
風
俗
に
至
る
ま
で
『
明
月
記
」
の
中
に
克
明

に
記
録
し
て
い
る
。

定
家
の
家
系
は
代
々
長
命
で
、
定
家
自
身
も
八
十
歳
ま
で
生
存

し
た
が
、
彼
は
十
四
歳
の
時
麻
疹
を
、
十
六
歳
の
時
に
は
痘
瘡
を

患
っ
て
、
そ
れ
以
後
は
生
涯
咳
病
を
は
じ
め
身
体
各
部
の
疾
患
に

よ
る
苦
し
み
が
断
え
な
か
っ
た
。
更
に
六
十
歳
以
後
、
歯
牙
・
口

腔
の
疾
患
が
進
行
し
て
定
家
の
病
悩
は
一
層
深
刻
な
も
の
と
な
っ

た
。

定
家
の
疾
病
に
つ
い
て
は
既
に
服
部
敏
良
・
石
田
吉
貞
両
博
士
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「
明
月
記
』
に
表
れ
る
藤
原
定
家
の
歯
病

に
関
す
る
考
察

戸
出
一

郎

に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
歯
病
に
つ
い
て
は
殆
ど
触
れ
ら

れ
て
い
な
い
の
で
此
度
調
査
し
報
告
す
る
次
第
で
あ
る
。

「
明
月
記
』
に
載
る
定
家
の
病
は
、
咳
病
、
風
病
、
腹
病
、
身
体

痛
、
石
淋
、
歯
病
等
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
口
歯
の
病
は
二
十
二

件
認
め
ら
れ
る
。
更
に
口
歯
の
病
に
起
因
す
る
顔
面
の
熱
や
腫
れ

の
記
録
を
加
え
る
と
三
十
七
件
に
及
ぶ
。

最
初
に
表
れ
る
歯
病
の
記
録
は
四
十
三
歳
の
時
に
「
歯
痛
」
と

あ
る
。
し
か
し
定
家
の
歯
の
病
は
老
年
期
に
入
っ
て
悪
化
し
た
よ

う
で
、
六
十
歳
以
後
の
記
録
に
特
に
多
く
見
ら
れ
る
。

病
態
と
し
て
は
、
歯
病
・
歯
痛
・
歯
熱
・
口
熱
・
取
歯
が
あ
り
、

そ
れ
に
伴
っ
て
面
腫
・
顔
面
の
熱
が
あ
る
。

寛
喜
元
年
九
月
十
八
日
、
口
熱
欲
飼
蛭
、
蛭
不
付
、
価
今
日
不

果
之
同
月
十
九
日
、
未
時
蛭
飼

同
廿
日
、
未
時
又
蛭
飼
（
昨
日
歯
、
今
日
下
歯
、
依
蛭
少
、
昨
日
不

終
功
）

同
廿
二
日
、
又
蛭
飼
、
及
昏
了

同
廿
三
日
、
病
気
不
快
、
心
中
殊
獺

同
廿
九
日
、
面
雑
熱
猶
不
尋
常
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同
年
十
月
二
日
、
面
熱
沃
菊
湯

同
月
五
日
、
未
時
許
心
寂
房
來
、
令
見
面
熱
、
催
黄
菊
葉
可
冷

由
示
之

同
十
二
日
、
未
時
又
歯
飼
蛭

右
は
定
家
が
六
十
八
歳
の
時
、
寛
喜
元
年
九
月
十
八
日
か
ら
同

年
十
月
十
二
日
に
わ
た
る
記
録
で
、
歯
病
に
よ
る
口
熱
・
面
熱
に

対
し
て
、
蛭
飼
並
に
菊
湯
に
よ
る
治
療
が
施
さ
れ
た
例
で
あ
る
。

口
歯
の
病
と
そ
れ
に
伴
う
顔
面
の
異
和
に
対
し
て
最
も
多
く
用

い
ら
れ
た
治
療
法
は
蛭
飼
で
あ
っ
た
。
定
家
が
こ
の
治
療
法
を
好

ん
で
瘻
々
行
っ
た
こ
と
は
次
の
記
録
に
よ
っ
て
も
察
し
ら
れ
る
。

安
貞
元
年
八
月
舟
日
、
未
時
許
如
例
歯
蛭
飼

貞
永
二
年
四
月
八
日
、
未
時
許
蛭
飼
（
頤
下
）
、
年
來
頻
好
之
、

去
々
年
以
後
二
年
付
金
蓮
説
、
豈
面
熱
興
盛
難
堪

定
家
は
老
い
る
に
つ
れ
て
歯
病
が
も
と
と
な
っ
て
顔
面
の
腫
れ

や
熱
を
よ
く
起
し
、
蛭
飼
治
療
を
好
ん
で
行
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
推
察
す
れ
ば
、
定
家
に
は
恐
ら
く
慢
性
歯
周

炎
が
あ
り
、
六
十
歳
を
過
ぎ
て
瘻
々
急
性
化
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
、

そ
の
際
、
顔
面
に
ま
で
炎
症
が
波
及
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
急
性
化

の
初
期
に
は
蛭
飼
に
よ
る
潟
血
が
有
効
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

ブ
（
》
Ｃ

寛
喜
二
年
四
月
四
日
に
は
、
朽
ち
て
弱
く
な
っ
た
歯
に
糸
を
結

び
つ
け
て
簡
単
に
引
き
抜
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
重
度
の
歯
周
病

の
た
め
歯
が
弛
緩
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
・
医
史
学
研
究
部
）
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